
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その 12 【May 2024】 

☆読み手☆ 

鈴木 裕美（すずき ひろみ） 

香川大学医学部 小児科専門医 
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みなさん、こんにちは。５月はゴールデンウイークが明けて、登校

がしんどく感じ、行き渋りが見られる時期です。ガス抜き息抜きさ

せつつ、ねぎらいながら、こころのコップがあふれださないよう注

意深く様子を見ていきましょう。親子で何もせずに、１日中パジャ

マで過ごし、アイスをたくさん食べる日があってもいいと思います。

ちゃんとしない「ぐーたらデイ」を親子で楽しんでみませんか。 
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 子どもにあれやこれやと世話を焼いたり、失敗する前に手や口を出していると子ど

もが自立できない（水をあげすぎて根が腐る）ことになります。そして、子どものや

ることなすこと全てに注意を向けて、ダメ出しして注意したり、叱ったりすること（24

時間光をあてること）は親の顔色ばかりみて、自分の意思や自立心が育ちません。 

 例えば、私の知り合いで不登校のお子さんを複数育てた方がいます。黙って信じて

見守っていると、どの子もしっかり休んだ後は、こころにエネルギーがたまってきて、

自分で考えだし、一歩を踏み出そうとする。親が焦って急き立てている間は、殻に閉

じこもって外に出てこないと話されていました。 

「あれがほしい」「これをやってみたい」というこころの奥からでてくる自発的な要

求は、周囲から無理強いされず、適度な距離感で見守られながら、自分の気持ちを尊

重される環境にいて初めて生まれてくるものです。ほしければ、足りなければ、自ら

それを求めて動き出し、勇気を出して外に出るのです。愛情ゆえの行動もやり方を間

違えると、子どもの根を腐らせ、健やかな育ちをはばんでしまいます。子どもの自発

的で前向きな行動を生むためには、親の忍耐と信じる勇気が必要なんですね。 


